
 

 

 

『Think Globally  Act Locally』 
校長 佐々木 光 明 

  

 12月も下旬となり令和６年度の教育活動も残り３ヶ月余りとなりました。今年も南高生は明朗快活な学

校生活を過ごし、学習や学校行事、部活動等に目覚ましい成果をあげてくれました。 

 卒業まで２ヶ月余りとなってきた３年次生は、すでに就職・進学などで進路先が決まった生徒もいます

が、年明けに実施される大学入学共通テストやその他大学等の一般受験を控えている生徒もたくさんい

ます。冬季休業期間中も自身の目標とする進学先の合格に向けた冬期講習に励む等、ラストスパートに

邁進することとなります。最後まで頑張る３年次生に教職員が一丸となり、支援していきたいと考えて

います。 

 さて、この度の「南高魂」原稿を依頼されて何を書くか悩んでいたら、ふとある冊子に載っていた『Think 

Globally Act Locally』というフレーズに目に留まりました。「地球規模で考え、足下から行動せよ」とい

う意味を示す言葉です。このフレーズが気になったのは、８月下旬から今月１３日まで、公益財団法人

AFS 日本支部を介して本校に留学生が来校していたからです。フィリピンからの留学生（ジャミラ・ア

レクサさん）が短期間（8月下旬～12月中旬）ではありましたが１年３組で共に学び、学校生活を過ごし

ました。昨年の５月まではコロナ禍が続き、国際交流の活動もかなり制限がありました。新型コロナの流

行が落ち着き、平静を取り戻すことで国際交流や海外派遣等の行事も可能となりました。ジャミラさん

は陽気な性格で、多くの仲間をつくり短期間ではありましたが日本の文化や言葉に触れてたくさん経験

を積みました。お別れの挨拶の時、「日本、旭川に来て良かったことは何か？」と聞くと、「たくさんの

友人を作れた。また、母国との違う授業や習慣・考え方等たくさん触れることができた」と答えてくれま

した。国際交流の目的・意義がここにあると感じました。ジャミラさんは積極的に海外に渡り、学ぶこと

で視野を広めるとともに、この経験をフィリピンでも生かし、母国の発展に貢献する人材になってくれ

ることでしょう。同じく、留学生ともに学校生活を送った南高の生徒たちにとっても、異文化交流の体験

から海外を身近に感じ、留学生の考え方・積極的にチャレンジする姿勢に多くのことを学ぶ貴重な経験

となりました。 

 この他にも、今月末（24日～28日）、「旭川市・水原市青少年交流事業」があり、南高生２名が旭川市

の代表派遣団として参加します。隣国韓国の文化に触れ、また貴重な経験を持ち帰って南高生に広めて

くれることを期待しています。 

 現在、国内ではインバウンドと呼ばれる海外からの渡航者が続々と訪れています。私たちの世代以上に

今の高校生世代は旅行だけではなく、仕事として海外で活躍する機会も増えてくることが予想されます。

これからの時代、『Think Globally Act Locally』という考えや行動がより身近に感じられ、必要性も増して

くることでしょう。南高は、国際交流も含め、高校３年間の中で学習・部活動・生徒会活動・ボランティ

ア等、様々なチャレンジに挑む南高生をこれからもしっかりサポートしていきます。令和７年も本校の

教育活動充実・発展のため、ご家庭・地域との連携を深めてまいります。引き続き、ご理解とご協力を賜

りますようお願い申し上げます。 
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１年次では「産業社会と人間」の授業においてキャリア学習が進められています。6 月から『ライフプラン』の取り組みが始ま

り、各自が将来を見据えて情報を収集し、夏休みなどを利用しプレゼンテーションの準備を進めました。9月17日（火）に

クラス発表、9月24日（火）に年次発表を実施し、年次代表2名が決められました。代表者は 12月12日（木）校

内課題研究発表会で素晴らしいプレゼンテーションを披露してくれました。 

9 月 10 日（火）には『卒業生に聞く』を開催し、社会で活躍する先輩や大学などで学ぶ卒業生から現在の様子や自ら

の進路選択についての貴重な体験談を聞きました。また、卒業後の進路を実感してもらうため、10 月 22 日（火）には大

学を訪問する『大学見学会』を実施しました。参加した生徒は、卒業後の学生生活などをイメージができたのではないかと思

います。 

11 月 6 日（水）には、『フィールド・スタディ』を実施し、生徒は協力企業を

訪問しました。事前事後学習も含めて、地元企業の地域に対しての貢献の在り

方や地域の課題などを考える機会となりました。12月3日（火）には『社会人

講話』を実施しました。株式会社ヘラルボニー代表取締役松田文登氏による講

話や質疑応答が zoomで行われました。起業家の話を聞くことにより、職業観・

勤労観について学び、社会の課題解決のための思考や判断、地域社会と学

問・企業とのつながりを知ることができたものと思います。将来の「生き方」を見据

え、生徒は「産業社会と人間」の授業に取り組んでいます。 

 

 

 

 

２年次「総合的な探究の時間」では年間を通して、課題研究の学習が進

められています。課題研究では、自分の興味関心のある分野についてテーマ

を決め、ゼミに分かれて学習に取り組んでいます。仮説を立て、文献調査・デ

ータ収集・実験などを行い、仮説を立証し結論や提案を導くことを中心に研

究を深めています。 

10 月２日（水）の学校見学会にあわせて「課題研究ポスター発表会」を実施し、総合学科における「総合的な探究の

時間」の取り組みを中学生に知っていただく機会を設けました。総合学科については中学校での説明会など行いますが、やは

り生徒の活動を中学生に直接見てもらうのが、本校を理解してもらう最も効果的ではないかと考えました。生徒も中学生へ

むけてのプレゼンテーションは仲間内で行うよりも緊張感があり、今後に生かせる経験を積んだものと思います。 

また、12月 12日（木）には年次の代表者による「校内課題研究発表会」が実施され、旭川市立大学保健福祉学部

コミュニティ福祉学科の栗田教授を迎え、６名の年次代表と１年生から２名の「ライフプラン発表」がおこなわれました。８名

の発表は各年次の代表として素晴らしい発表でした。 

栗田先生からはパワーポイントの構成の良さが評価された一方、課題研究を進める上で先行研究の分析やネットの情報

だけに頼るのではなく、研究者の論文も参考資料として積極的に活用することにより、より客観的な課題研究発表になるとい

うアドバイスがなされました。南高生の課題研究をより高いレベルにするために有益なご助言を頂きました。 

 



  ３年次生（14期生）ここまでの進路実現状況について 

学校推薦型選抜（従来の推薦入試）と総合型選抜（従来のAO入試）の結果が発表され、１２月２０日（金）

現在、延べ１００名の生徒が合格・内定を勝ち取っています。高校３年間の努力の成果が発揮された輝かしい結果で

す。今後、看護学校受験者は、１月１４日（火）・１５日（水）に道立看護学校の試験、大学受験者は、１月１

８日（土）･１９日（日）に共通テストを皮切りに一般入試が始まります。今年度は、大学入学共通テストは１２

７名の生徒が受験予定です。それぞれの志望校合格を目指して追い込みを迎え、生徒たちは懸命に受験勉強に励ん

でいます。今こそ夢実現のときです！頑張れ南高１４期生！ 

国公立大 私立大 国公立短大 私立短大 専門学校 公務員 民間就職 

１３ ２１ ６ ４ ３８ １１ ６ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2年次最大行事の一つである見学旅行が計画通り、10月2１日（月）～2５日（金）4泊5日で実施さ

れました。参加生徒は十分な事前研修を積み、体調管理に十分配慮しながら旅行に出かけました。 

10/21（月） 学 校＝＝新千歳空港――→羽田空港 ――→広島空港 ＝＝＝平和記念資料館・夕食＝＝＝ホテル 

10/22（火） ホテル＝宮島口～～宮島（厳島神社・昼食）～～宮島口～～広島駅＝＝新大阪駅＝＝ホテル 

10/23（水） ホテル＝薬師寺（説法）＝奈良公園＝近鉄奈良駅・・・＜関西自主研修＞・・・京都・ホテル 

10/24（木） ホテル・・・ ・・・＜関 西 地 区 班 別 自 主 研 修＞・・・・・・・ホテル 

10/25（金） ホテル＝＝伊丹空港 →新千歳空港→＝＝学校 

広島では天候が悪く大変でしたが、以上のような行程で、大きな事故等なく無事に旅行は進められました。、

広島では事前学習を含め資料館の見学を通して平和の大切さを改めて認識したものと思います。奈良・京都・大

阪では北海道とは異なる歴史と文化に接し、文化の多様性について考える機会を得て、幅広い知見や豊かな

情操など多くのことを吸収することができたはずです。また、宿泊を伴う集団生活を通して人間関係を深め

ながら、秩序やルールの大切さを考えられことと思います。最終日には「帰りたくない」という声が多く聞

こえました。４泊５日という限られた時間で、友人と多くの忘れられない思い出を作ることができたようで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月中旬以降開催された高体連等において、全国大会への切符を手にした部活動の全国大会での結果をご紹介し
ます。また、高体連全道大会以降に行われた各競技の全道大会の主な結果もお知らせいたします。 

 
●●●令和６年度全国大会●●● 

文芸部 10 月17 日（土）～18 日（日） 

第26 回全国高等学校文化連盟 北海道・東北文芸大会 みやぎ大会＜東北大学ほか＞ 

講演会・分科会に参加 

●●●その他全道大会●●● 

少林寺拳法部 12 月15(日) 第31 回北海道高等学校少林寺拳法新人大会＜北海学園札幌高等学校＞        

男子自由組演武 全道３位  女子自由単独演武 全道２位（全国選抜大会出場権獲得） 

 

テニス部  10 月１日（火）～4 日（金）第47 回北海道高等学校秋季テニス大会＜花咲スポーツ公園テニスコート＞ 

男子団体 １回戦 旭川南 ５-０釧路江南   ２回戦  旭川南 １－４ 立命館慶祥  
女子団体 １回戦 旭川南 ５-０帯広三条   ２回戦  旭川南２―３ 札幌南  

 

書道部 10 月11 日（火）～10 月13 日（木）第57 回全道高等学校書道展＜苫小牧市民会館>          

北海道高等学校文化連盟賞 （次年度全国総文祭）  優秀賞 

 

卓球部 ６月28（金）～30（日） 第78 回国民スポーツ大会北海道予選会＜北ガスアリーナ札幌46＞        

少年男子シングルス ４回戦進出    少年女子シングルス 全道出場 

 

卓球部 ９月27 日（金）～29 日（日） 2024 年度北海道卓球選手権＜北ガスアリーナ札幌46＞           

男子シングルス全道出場 

 

バドミントン部 ８月15 日（木）～18 日（日）第77 回北海道バドミントン選手権大会＜伊達市総合体育館＞     

高校シングルス ２回戦進出   一般シングルス・ダブルス出場 

 

演劇部 11 月14 日（木）～18 日（月） 第７４回全道高等学校演劇発表大会＜小樽市民会館＞          

生徒講評委員として参加 

 

女子バレーボール部 11 月11 日（月）～13 日（水） 

第77 回全日本バレーボール高等学校選手権大会北海道予選会＜道立総合体育館きたえーる＞ 

１回戦 旭川南０-２北見北斗 

2024年度 2年次見学旅行報告【 10/21（月）～25（金） 】 

【１月】 
１7日（金） 全校集会 身だしなみ指導日 
       学力テスト 

 共通テスト事前指導 
１８日（土） 大学入試共通テスト１日目 

 総合学力テスト〔２年次〕 
１９日（日） 大学入試共通テスト2日目 
２０日（月） 共通テスト自己採点 

総合学力テスト〔１年次〕 
実力養成講座【～２４日】 

２４日（金） 英語検定（一次） 
２８日（火） ３年家庭学習期間【～2/2７】 
３１日（金） 漢字検定 
 

【２月】 

１日（土） ２年大学入学共通テスト模試 

２年看護、公務員模試 

３日（月） PTA役員会 

１０日（月） 推薦選抜面接日 

１２日（水） 後期期末考査【～１７日】 

１７日（月） 除雪ボランティア 

２８日（金） 卒業式予行 同窓会入会式 

◆今後の行事予定について（１～２月分）

◆ 

◆ 

  

 

上記の予定は今後、変更になる場合があります。変更等は随時、お知らせいたします。冬季休
業明けは１７日（金）になります。雪害などで年度始めの予定とは異なることがありますので、
Classiの確認をお願いいたします。また、お子さまの欠席は保護者の方々より Classiにて連
絡可能ですので、ご利用いただければと思います。 


